



第 4 章 モータースクーター産業の成長と衰退
スクーターの起源は明白でない。わが国におけるその定義は「原動機を
座席の下に設け，前方に足踏み台のある車輸が2 インチ以下の二輪自動














ら生産されはじめたようで， 1954 年には西ドイツ (120 ，578 台) 1 フランス
(10 ，36 台)で 10 万台水準に達し，西ドイツは1956 年 (130 ，034 台)，ブラ
72 





活用して1946 年に約20 台を製造している O 当時の材料難に加え， GHQ か
らぜいたく品であるとの理由から生産中止の指令が出された。関係者が実
用車であることを実証して GHQ から生産継続の許可を受けることになっ




パイ，小型三輪トラック(最盛期 59--63 年)，軽三輪トラック(最盛期 53
---58 年)，軽四輪トラックに対する需要の増加に伴って，スクーターは市
場から排除されていったが，軽自動車や小型自動車が出現する技術的基盤



















自転車的車体に 4 サイク jレ1. O. E. (Intake Over Exaust= 吸気 OHV ，排気 SV 式)
43c エンジン搭載)といわれる。小関和夫著『日本のスクータ -j 三樹書房， 202 
年， 6頁。
2 )小関和夫著『国産二輪車物語』三樹書房， 193 年， 38 頁。
3 )通商産業省監修，自動車工業会・日本小型自動車工業会『自動車統計年表 j 1969 
年(第 11 集)， 12 ， 3 頁。イギリスは1959~62年が最多で2.5万~2.9万台である。
イタリアのスクーターだけの数値は得られない。西ドイツにおける 1953 年 (71 ，210
台。企業数日社くらい)の大手 3 社は NSU29 ，04 台(シェア; 40.7% 。以下同じ)，
Hofman15 ，295 台 (2 1. 5%) ， Gl as14 ，827 台 (20.8%) ，1957 年 (90 ，41 台。企業
数13 社)の大手 3 社は NSU31 ， 938 台(35.%) ，Z加 dap21 ，05 台(23. 3 % )， Heinker 















ジンは三鷹工場で，車体は太田工場の分担協力で設計され， 1946 年 6 月太
田工場で試作 l号車として作られたものである O この車に搭載されたエン
ジン形式は，①冷却方式/行程;空冷 4 サイクル，②吸入方式/気筒数;
サイドパルプ・単気筒，③ボア×ストローク; 55. OX57. Omm ，④排気
量; 135. 42c ，⑤最高出力; 2. Ops/3 ， Orpm 。⑥最高速度; 50 km/h。エ
ンジン性能は，リットル当り出力; 14.5ps 。そしてこれが「ラビット」
(三鷹工場製は D-1 型，太田工場製は 8-1 型)の商標名で 1947 年から生
産・販売された2) 。他方，三菱重工業のスクーターは 丸山康次郎氏(1 87
~1955年。専修大学卒業後， 1909年渡米， 32年間自動車関係業務に従事， 1940
年帰国)が第二次大戦勃発前に米国から持ち帰ったサルスペリー社製
「モーターグライドJ (MotrGlide 。フォスター・サルスペリー氏が35 年か
ら製作)を見本として，三菱重工業名古屋航空機製作所において 1946 年 2
月から研究設計され 同年 8 月(同月 名古屋機器製作所と名称変更)に
試作 1号車として完成されたものである(同年に 5台製作)。これは「シ
ルバーピジョンJ (C-10 型)のブランド名で 1946 年12 月から生産 (47 年初
頭から販売。 48 年までに650 台生産)される O このエンジン型式は，①空
冷 4 サイクル，②サイドバルブ・単気筒，③57. OX4. Omm ，④12. 27c ， 
⑤1.5ps/3 ，50rpm 。⑥50 km/h。エンジン性能は，リットル当り出力;
13.4 ps 3) 。両社のスクーターの性能は，最高出力が1. 5~2. 0馬力あるいは
リットル当り出力が13.4~ 14.5 馬力，最高速度が時速50km であって，そ
の後の発展したものと比べると きわめて貧弱なものであった。
スクーター市場は1951 年まで両社によって独占されていた口ただし， 1948
年に小倉製作所が「ラッキー OBJ (1 84c ， 3 ps/3 ， 20rpm) を持って参
入し，同年に104 台，翌年に53 台生産している 4) 。三菱，富士の両企業は， 1950
年末までの 5年間に累計でラビット:自動二輪 520 台，軽二輪12 ，258 台，
計12 ，78 台，シルバービジョン:軽二輪 6，021 台生産した。先発 2社が開
発したスクーター市場が拡大し始めたこと，及び1953 年 3 月の「道路運送
二輪自動車産業における寡占体制形成(3) 75 
車両法」施行規則の一部改正(軽二輪車規格が 4 サイクル排気量150c ま
で、が250c ， 2 サイクル10c まで、が150c に拡大。また14 歳になれば取得




『自動車統計年表j によると， 1952 年に三光工業 (51 年に富士工業<50
年 7 月富士産業の社名変更>の有志が独立して設立。「ジェット J) ，1953 
年に平野製作所(，ポップ C-2860J 2 サイクル， 59.4c ， 2.0ps) ，扶桑
自動車工業 (53 年「クラウンJ，54 年に社名を中島自動車工業に，車名を
「キッド号J < 2 サイクル， 60c> ，更に「ナカジマ号」く60c ，2. 9ps > 
に変更。 54 年に旧中島飛行機である中島機械工業とタイアップしたが，中
島機械は5 年 9 月倒産，新会社中島工業が新設され， ，ナカジマキッド」
く125c ， 5 ps> を販売。中島モータース販売は販売元)，川崎航空機工業
(，カワサキバイクスクーター J 60c ， 2. Ops) ，本田技研工業(，ホンダジ
ュノオ J 189c ， 7.5ps) ， 195 年に東昌自動車工業(，パンドラ J 125 
c ， 6.5ps) ， 1960 年にヤマハ発動機(，ヤマハスクーター J 175c ， 10.3 
ps) が参入している o これによって，市場は1953--56 年には寡占的市場状
況になっている(表 4-3 参照。**頁) 5) 。








下同じ)。一一「ホンダカブ F 型」エンジン (2 サイクル， 50. 24c ， 40.0 
x 40. Omm ， 1. Ops/3 ， 60rprn) を流用して，オリジナルなフレームを用
いてスクーター化したモデル。 1953 年に社名を尾上産業に変更， トヨモー
ター製エンジン搭載の「ハッピー号J (59.4c ， 17ps ，始動キック・押し
掛け式。 28.6ps /l)と，東京オリエント工業製リンネット 60c エンジン搭
載の「ヒバリ J を生産。
② 丸菱工作所(名古屋市) rダイヤスクーターJo1953 年，単気筒 (OHV) ，59 
cc ， 2.5ps/ ，00rprn ，キック式， 62 knVh o 42.4ps /l。内容もスタイルも
「ヒットスクーターj と同じ(下記⑥)。
③ 日研工業(名古屋市) rルビー号Jo 1953 年，丸菱工作所製と基本的に
同じものO
④ 日本軽自動車商工協同組合「ニッケイスクーターJo 1953 年， 4サイ
クル，47X51mm ， 8.5c ， 2.5ps/4 ，50rprn o 28.2ps /l o 
⑤ 大八洲精機工業「スーパースクーターアロー号Jo 1953 年，水平対向
4サイクル単気筒( 0 HV) ， 250c ， 1.0pso 40.0ps /l。当時のスクーター
としては最大の排気量を持つもの。後，社名を武弘車車両に変更，販売元は
セントラルモータース O
⑥ 豊国ヒットモータース(名古屋市) rヒットスクーターJo 1954 年 2
サイクル，4X39.5m ， 59c ， 2.5ps/ ，00rprn ，キック式， 40 knVh。
41. 7ps /l。
⑦ 新明和興工業「ポインターバイクレット Jo 1960 年， 2サイクル， 123 
cc ， 9. Ops/6 ， OOrprn ， 90krn/h o 73.2ps/lo --解説では「カバード・
モーターサイクル・スクーター」と H乎ばれている O オートパイかスクー
ターかわからない「間の子」であろう O
以上 7社が1952 年から 1960 年にかけてスクーターを市場に投入している O
この外に「セミスクーター」といわれるモペットとスクーターの「間の
子J を製造していた企業が数社ある O それは次のものである O
:輪日動車産業における寡占体制形成 (3) 7 
③ 板垣「サンライトクインモーペット J0 1958 年，水平 2 サイク
ル， 124.7c ， 6.8ps ， 75k rVh o 54.5ps~。これの 2 代目「クインサンライ
トSFJ 124.7c ， 7.5ps ， 85 krVh o 60.1ps~o 1960 年に「クインサンライト
S 7 J 2サイクル， 50.2c ， 4.0ps ， 75 krrVh， 79. 7ps~。発売元は三輝工業
(千代田区)がある 6) 。
⑨ 宮田製作所「ミヤペットマミー90Jo 1961 年， 2サイクル， 90c ， 5.5 
ps ， 78 krrVh，始動セル・キック式。 61. 1ps~。
⑮ 丸正自動車製造「ライラックモペット AS7IJo 1960 年11 月 2サイク








⑪ 昌和製作所「マンリーJo 1959 年10 月の全日本自動車ショウに展示さ
れた試作車。 125c ，7.5ps ， 80 krrVh。シャフトドライブ採用，流体変速
機による自動変速車。開発先行型経営のため倒産 1960 年ヤマハ発動機に
吸収された。
⑫ 山口自転車工場「山口オートベットスクーターJo 1960 年 3 月，ガス
デン製前傾 2サイクル， 50c ， 3 pso 1963 年倒産。
⑬ 大鳥機械工業「オオトリ J0 1953 年着手， 54 年発売。 4サイクル OHV ，90 
cc 。






42ps ，最高速度は40km --- 60 krnJhであったものが， 1960 年には，それぞれ， 73
ps ， 90 krnJhまでにも高まっている O またセミスクーター (90c 以下)の
性能は， 1960 年頃リットル当り出力は60ps --- 80ps ，最高速度は78km --- 85km 
h である。製品それ自体は， 1958 年 8月に販売された「ホンダスーパー















制の成立J r専修大学社会科学研究所月報j No.308 ， No.325 参照されたい。
2) 195 年の道路交通取締法(戦後の自動車免許制度は内務省令第 4 号道路交通取
締令より始まる。スクーターの多くは第 4 種: 4 サイクル150c ，2 サイクル10c ，
電動機1.2kw 以下の二輪車で製作された。 60 年に道路交通法制定により廃止され
る)施行令の一部改正により，原動機付自転車(モーターバイク)は 50c 以下が






3 )樋口健治著『自動車の科学』講談社. 1978 年. 49-56 頁。
4 )小関和夫著『国産二輪車物語』三樹書房. 193 年. 127 頁。
5 )三光工業(後，三光ジェット)は，富士工業の大ストライキを契機にスピンオ
フした若い技術者たちが1951 年に創設された(工場は杉並区馬橋。 53 年工場を練





1952 年: 1ジェット J (4 サイクル. 148c ， 57X58m ， 3 ps/3 ，80rpm) 。前
後にサスペンションを持つ。
1953 年: 1ジェット J3 J (当時としては国内最大クラスの 4 サイクル SV. 65X 
65mm? 215c. 7. Ops/4 ， 50rpm エンジンを搭載)。
1954 年: IJ 5 J (172c ， 62X62m ， 4. 5ps/4. 20rpm. 65 km1h)。
1 J 7 J (250c. 70 X 65m. 7 ps/4 ， Orpm ， 70kmlh) 0 1 J 3 J のエン
ジンをボアアップ，業界最大排気量車。
「ジェット J4 J (これは，中日本重工業の 4 サイクル. SV ， 175c. 3.0ps 
/3.80rpm エンジンを搭載)。デラックスなイメージと低価格を売り物
にしていたが，中日本重工業からのエンジン供給の都合上短命に終わった。
195 年:新型 IJ- 5 J (エンジンは従来どうり。デザインは前よりスマートなも
のにつた)0 195 年から販売庖はトヨタの「クラウン」ゃ「マスターJ の販売で手
いっぱいとなって，東農産業への切り替えは逆効果になった。
中沖満著『オートパイ・グラフイティ j CBS ソニー出版， 1984 年. 82 頁。小関
和夫，前掲書. 18 頁。
東昌自動車工業は，東京発動機製作所と昌和製作所が共同出資して設立した会
社である o その代表車種は125c 級「東昌パンドラ TS 1 J と50c モペット「エ
コー」である。
6 )富士重工業の「スカーレット J は，板垣が富士重工業の傘下に入ったので「サ




7)天野久樹著『浜松オートパイ物語』郷土出版社， 193 年， 238 頁。丸正自動車は，
新三菱重工業に技術力を買われ，先進的なモペット 1AS71J を新三菱重工業の販




2 先行 2社の「スクーターそれ自体j の発展
次に，核心部分に迫るために富士工業及ぴ中日本重工業を中心として，
各社がどのような製品モデルを，どのような順序で市場に投入したかを示






初めに1954 年までを見ることにする O それは， 195 年 4 月に道路運送車
両法施行規則が一部改正され エンジン排気量の 4 サイクルと 2 サイクル
の区別がなくなり，原動機付自転車の排気量が125c 以下(第 1種と第 2
種に区分)となる，外的条件の変化が起こるからである O
富士工業の場合(ラビット)
① 原初型 8-1 型あるいは D-l 型(1 35.4c ，5 x 57m ， 2. Ops/3 ， 00 
rpm ，リットル当り出力14.8ps 。重いバッテリーを搭載した割りにはス
ピードと航続距離の確保が難しかった)。
② 1948 年 9月にラビットの普及型 8-2 型あるいは D-12 型(フロント
フォークに申し訳程度のスプリングを装備。この頃から生産加工能力が
向上する O 米軍用モデルに 8P-2 型/DP-12 型<足動スロットルがハン
ドル左側のレパ一方式となる>) 0 49----50 年 8-2 型。 50----51 年 8-23 型
(始動;押しかけ式からキック式に。車重が 75kg から84kg に増加，最
高速度が60 kmJh から50 kmJh に低下) 0 52 年 8-24 型。 50----52 年 8-25 型
(1 45.4c ， 57 x 57m ， 2.5ps) が生産される O
二輪自動車産業における寡占体制形成(3) 81 
③ 1949 年 4月「ジヤツクラビット J 8-31 型 (8V 直列 2気筒， 270.7 
CC ， 4. 5ps/3 ， 50rpm ， 65 km/h o 16. 6psll) 0 8- 2型系エンジンをツイン
にした豪華車。巻き取り式スロットルグリップとなる O フレームはパイ
プからプレス型に強化される o サスペンションは後・スイングアーム式
④ 1950 年モデル 8-41 型 (169c ，61. 5X57m ， 3.0ps ， 60 km/h o 17.7 
psllo 8- 2型系エンジンのボアを57m から61. 5m にアップして排気
量を 135.4c から 169.2c にしたもの)。
⑤ 1952 年モデル 8-48 型 (198.9c ，61. 5 X 67m ， 4.5ps ， 65km/h o 
2.6psl)o 54 年モデル 848- 11I型があり，ベストセラー車となる o
⑥ 1952 年モデル 8-52 型(l 48c ，57.Xm ， 3.0ps ， 65 km/h o 20.3 
psllo 8-52 型をスマートにした 8-53 型とこれの発展型として 8-5 型
(198.9c ， 61. 5 X 67m ， 5.0ps ， 65 km/h o 25. 1ps !l) 0 
⑦ 1954 年モデル 8-61 型 (8-48 型の後継車。 22.2c ，65 x 67m ， 6.0 
ps ， 75 km/h o 27.0psl 。車重130kg)0
中日本重工業の場合(シルバービジョン)
① 1946 年12 月から生産・発売;原初型「シルバーピジョン C-10 型」
(エンジンは rNE lO型」で「農発 J，のち，名古屋機器製作所の主流製
品のーっとなった「メイキエンジン」の原型である。 12c ，57 x 4




② 1948 年 3 月 ; C-21 型(エンジンは rNE20 型Jo 148c ， 57x8 




初のベストセラー車。 C-26 型は C-25 型とエンジンは同じであるが，デ
ザインを大幅に変更したもの口
③ 194 年 9 月発売 ; C-13 型 (C-10 型の後継モデル。機構面で意欲的
なスクーター:イグニッションキーシスチムや国産スクーター初のテレ
スコピック・フォークを採用)
④ 1951 年12 月;大型スクーター iC-25 型J (車体寸法をこれまでの全
長160/ 軸距120m から，それぞれ， 1985/1375m にした。前後サ
スペンションはテレスコピック+コイルスプリングの装備， ドラムブ
レーキの採用。エンジンは従来の NE 型)。
⑤ 1953 年 3 月 ; C-35 型 (C-25 型のエンジンを iNE30 型J (1 75.0c ， 62
x 58mm ， 3.5ps ， 20.0psl) に換えたもの o C-38 型は C-26 型のエンジ
ンを iNE30 型J に換装したもの)。
⑥ 1954 年 9 月 ;C-57 型(エンジンは iNE4A 型J (1 92 .4 c ， 65X58 
mm ， 4.3ps ， 70 kmJh o 2.4psl 。車重145kg)0 自動変速機を改良して出




富士工業の 8-1 型から 8-61 型，中日本重工業の C-10 型から C-57 型へ
の発展で変化した点は，始動は押しかけ式からキック式に，車のデザイン
はボックス型から流線型へよりスマートになっている o 4 サイクルエンジ
ンとバルブメカニズムがサイドバルブである点は変化してない。前者はリ
ットル当り出力は14.5ps から27.0ps に，最高速度は50 kmJhから 75 kmJh
に，後者は，それぞれ， 13.4ps から2.4ps に， 50 kmJhから 70 kmJhにな
っている o (上記した 1 杜の性能も，大手 2 杜とほぼ同じようである)。リ





-1 型く5X57m ，135.4c> の場合，① 2気筒化で270.7c ，②ボアア
ップで、57X57m ，145.4c ，③ボアアップで61. 5 X 57m ， 169c ，④ス
トロークアップで61. 5X67m ， 198.9c ，⑤ボアアップで65X67m ，
22.2c)o 8-61 型と C-57 型は，互いに好敵手で競い合って伸張するので
あるが，他方三光工業の「ジェット J5 ゃ「ジェット J7 J，中島モー
ターの「ナカジマ10 型J，川崎航空機工業の「カワサキバイクスクー
ター J 及び本田技研工業の「ホンダジュノオ」等を販売不振に陥れること
になる O たとえば「ホンダジュノオ KA 型J (54 年投入55 年 5月生産打ち
切り o FRP 樹脂，大型全天候スクリーン，セルスタータなどの最新技術，
最新材料を使用して，斬新なスタイルに仕上げられた車。車重170kg ，4 
サイクル， OHV ， 189c ， 65 X 57m ， 6. 5ps/4 ， 80rpm ， 70 lan/h o 34.4ps 
!l)は， rアイデアとオリジナリティに富んだ画期的な新製品であったが，
カバーですっぽり覆われたエンジンの冷却の問題，重量と操縦性等，また




張っていたのが，平野製作所である O 当社は1953 年に「ヒラノポップ C28
-60J (車重 6.5kg ，2サイクル， 59.4c ， 41 X45m ， 2.1ps/4 ， 50 ゅm ，45
lan/h o 35.4ps /l。キック式) ，翌年に「ヒラノポップ C29-10J (新設計さ










カーが一斉に125c 級に殺到して「二種ブームj を引き起こすことになる O




① 195 年モデル;ラビット 8-61 型 (8-48II 型の後継車で，出力と
スピードをアップした。 2.c ，65X67mm ， 6.0ps ， 75 km/h， 27.0 





② 1957 年 9 月; 8-10 型 (8-61D 型より排気量を大きくし，特に流
体トルクコンパータ一方式のイージードライブ機能を付加した。 246
c ， 68.5 X 67mm ， 5.9ps ， 24. Opsl) 0 195 年モデル; 8-10D- 2 型
(出力アップを図ったモデルで，タイヤはチュープレスになった。
246.8c ， 68. 5X 67mm ， 7.0ps ， 80 km/h o 28. 4psl) 0 
③ 1965 年;ラビットツーリング 150 型 (63 年の「ツーリング125 型」
をスケールアップしたモデルロ 2サイクル単気筒，ロータリーディス
クパルプ。 147.9c ，57X58mm ， 9.5ps ， 10 km/h o 64.2ps !l) o ツー
リングブームを巻き起こし，大ヒットした。
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④ 196 年;スーパーフロー 8-6 01 型 (8-61D 型の発展したものo 2 




① 195 年 7月;ラビットジュニア 8-71 型 (123c ，52 X 58m ， 5.0 
pSo 40. 7psll) 0 スクーターの持つ軽快な機動性に加え，オートパイ感
覚を取り入れたモデル。ラビット初の 2サイクル車で， 70 krn/hと上
級車並みの性能を持つ。この車は，世界一周キャンペンで信頼性の高
さをアピールした。積極的な宣伝攻勢の成果が上がって，ラビットシ
リーズ初のベストセラーとなる O シルバーピジョン C-70 型の対抗モ
デルとして開発された。そして，この「ラビット 125J に搭載された
2サイクルエンジンから「スバル360J 用エンジンが生まれる o
② 1959 年;ラビットマイナー 8-201 型 ( 2サイクル， 8.6c ， 47.5 
X 50m ， 5.0ps ， 75 krn/h， 56 .4 psll) 0 rサンライト・クインモーベッ
ドC- 2 J (125c 。販売元は三輝工業，製造元は板垣)に続くセミス
クーターである o 61 年 7月:マイナー 8-2018 型 (5 ps/6 ， 20rpm ， 80 
krn/hへ向上。ブラウンとアイボリーのスマートなツートンカラーと
なる )0 62 年10 月: 8-20A 型 (5.ps/6 ，50rpm にパワーアップ。ボ
ディスタイルを角型に一新) 0 このように，モデルチェンジしながら
約 8年間続き， 196 年 6月に「ハイスーパー 8-21AJ (48Xm ， 87 
cc ， 5.ps/6 ，0rpm ， 63.2ps /l)がデビュー。新設計のロータリー
ディスクパルプ吸入方式を採用により，内容的には125c の r8-301
系」をしのぐ傑作といわれる O
③ 1961 年10 月;ラビットジュニア 8-301 型(ヒット商品「ジュニア
シリーズJのフルモデルチェンジ。 2サイクル，ピストンバルブ， 123 
cc ， 52X58m ， 7.1ps/5 ，80rpm ， 2速から 3速グリップチェンジ
86 
方式を採用で90 knVh o 57.7ps) 
④ 1964 年 4 月:ジュニア 8-301B 型 (50c のスカーレットと同じ
ロータリーバルブ吸入エンジン搭載。 2サイクル， 123c ， 52 x 58 
nu ， 8.0ps~6 ， 000rprn ， 92 knVh o 65.0ps) 
⑤ 196 年;ラビットツーリング 8-301B 型 (f ラビットジュニア125
型」をベースにツーリングタイプに発展させたモデル。最高速度は 4
速ミッションで95 knVh) 0 
原動機付第一種
① 1960 年;ラピットスカーレット 8-102 型 ( 2 サイクル， 50 






① 195 年 9月 ;C-57 型の改良車である C-57 II 型(1 92c ，65 x 58
nu ， 4.3ps ， 68 knVh o 2.3ps) 後輪のみチュープレスタイヤ装着。
この両モデルはその後のスクーターのベースとなった。 1954 年 9月か
ら1959 年 5月の聞に15 ，01 台生産された。スクーターの全盛期のモ
デルである O 価格は C-57 型も C-93 II 型も 16.3 万円に据え置かれた。
② 1956 年 6月; C-90 型 (5.7ps ，70 knVh o 29.6ps) C-57 型をベー
スにモデルチェンジされたもの o C-57 II 型より出力，スピードが大
きい C-93 II 型へ発展。
③ 1959 年 4 月;シルバービジョンピーター C-10 型(スクーター専
用 4 サイクル単気筒 OHV 方式の fNE-13 型J : 62 x 58nu ， 175 





上ボリューム感のある豪華なデザインになった)0 1960 年 4 月 ;C-1 
型 (210.5c ，68 x 58mm ， 11. 5ps ， 95 km/h o 54. 6ps !l) 0 スタル等は
C-10 型と同じで，出力を向上させた車。
④ 1963 年1 月:シルバービジョン C-240 型 (45 x 45mm ， 143. 7 
c ， 9.2ps~7 ， 500rprn ， 10kruh) 。従来の V ベルトを捨て，ピジョン
初の遠心クラッチ作動，グリップ操作 3速ミッション採用。
原動機付第二種
① 195 年 5 月 ;C-70 型(新開発の INE-7 A 型」エンジン: 4 サイ
クルバルブが斜めになったワットマフ式 8V ，124.7c ， 5 x 52.
mm ， 3. 6ps~ 4， 20rpn ， 60 km/h o 28.9ps/lo キック式)0 IC-38 型」
(l 75c) をベースに開発された。ただし 法規改正に間に合わせるた
めに急いで開発された。これは，第二種原動機付き許可証を持つ人た
ちがスクーターに興味を示すきっかけとなった最初の車である。「ラ
ビット 8-10D 型J (250c) の性能を超えた国産最速車である o 59 年
8 月までに月産4，0 台近く生産され， 1ラピット」の二倍以上の人気
を得た。 1957 年10 月;シルバーピジョンボピースタンダード C-73 型
(IC-70 型」の発展型。 IC-80 型」と対になる)。
② 1957 年1 月;シルバーピジョンボピーデラックス C-80 型(ス
クーター専用の高出力 OHV 方式の INE- 8 B 型」エンジン: 125 
c ， 5.0ps~5 ， 500叩rn ， 70kruh o 40.psfl を搭載) 0 IC-70 型J の発展
型。この対抗モデルが「ラビットジュニア 82 型J (2 サイクル， 123 
c ， 6.2ps ， 75kruh) である O
③ 195 年8 月;ボピー C-20 型 (4 サイクル INE-8 D 型J エンジ




④ 1960 年 1 月;ボピー C-30 型(強制空冷 2 サイクル単気筒 INE-
23 型」エンジン: 123c ， 5. 5ps/5 ， 40rpn ， 70 krn/h o 4.7ps /lを搭
載) 0 C-73 型の発展型で，スタンダードモデル。価格は廉価版という
ことで8. 万円。
⑤ 1960 年12 月; CL-10 型(空冷 2 サイクル単気筒 INE-8D 型」の
軽量且つ小排気量で高出力エンジン: 87c ， 47. 5X49. 5nu ， 5.0ps
/6 ，20rpn ， 75 krn/h o 57.ps /lを搭載)。ボディに初めてプラスチッ
クを採用して車重を80kg と軽量化。価格は7.8 万円。
⑥ 1962 年 5 月:ビジョン C-130 型(自然空冷 2 サイクル， 52X58 
nu ， 123c ， 8 ps/6 ， 60rpn ， 92 krn/h， 65. Opsl) 0 新開発の水平シ
リンダーエンジンを鋼管パイプ・オープンフレームの中央に吊り下げ
て搭載。 63 年 3 月 IC-135 型」となる O これは， 1ボピーデラックス
C-20 型」が「ラピット 8-301 系」に性能面で大差を付けられたから，
IC-20 型j の軽量化を目指して開発された。
⑦ 1963 年1 月:シルバーピジョン C-140 型(国産スクーター初の 2
サイクル 2 気筒ピストンバルブ吸入+1 キャブ方式採用。 42X45
nu ， 125c ， 8 ps/7 ， 50rpn ， 95 krn/h， 64. Op s/l) 0 
原動機付第一種
① 1962 年 4 月;ピジョンゲールペット CM10 型 (1 ライラックモペ
ット A87 1Jに改良が加えられた新三菱側の商品名。エンジンは 2 サ
イクル単気筒の INE-A 1型J : 50c ， 41 x 38nu ， 3.5ps ， 65 krn/h。
70.psl を搭載)。新三菱独特の V ベルト自動変速機と丸正自動車の
シャフトドライブ技術を組み合わせたモペット O 価格は5.8 万円。







は. 195 年の2--27ps から 1960 年の28--49ps に. 1965 年頃には5--64ps
に，最高速度は，同じく. 68 ---75 lan/hから 80--95 lan/hに，更に 10 krn/
h にアップされた。他方機構面では，始動はセルボタン式に，動力伝達
は流体トルクコンバーターになり，運転しやすくなった。車体は大型化
され，豪華なスタイリングになった。つまり 195 年 4 月の「ピーター C






廉価車として投入される O 富士重工はラビットジュニア (125c) .ラビ
ットツーリング (125c) 及びラビットマイナー (90c) で，新三菱は
シルバーピジョンボピースタンダード (125c) とデラックス (125c)
及びシルバーピジョンゲール (90c) で対応した。これらの性能は. 195 
---57 年にリットル当り出力で、29--40ps ，最高速度で60--70 lan/hであっ






7 j) が造られるようになる o 富士重工業は1960 年に，新三菱重工業は
90 
1962 年にこの市場に参入する O 両社のスクーター性能(リットル当り出






等によって，リットル当り出力は1946 ，7 年当時の13.4~14. 5馬力と比
べて 1957 年には28.5 馬力と 2 倍になり， 1960 年前後にはさらに1957 年の
2 倍になっている O 起動装置は当初は押しかけ式であったが，キックス
タート式，スタータダイナモ式へ，また変速機は当初はなかったが 2




以上要約する O スクーターそれ自体の性能は， 195 年まではボアを大き
くしたり，ストロークを長くしたりして排気量を大きくすることでアップ
された。これによってリットル当り出力は1946 年の13. 4~ 14. 5ps から























って，リットル当り出力は195 年の22. 3---27. Ops から 1959 年の28.4---
48.6ps に，最高速度は時速68--75km から80--95km に，更に1965 ，6年に
は(ただし 2サイクル)リットル当り出力は 5.3 ---64. 2ps に，最高速














になったので 4サイクルエンジンに代わって 2 サイクルエンジンがより
多く採用される方向に進む。その性能は195 年から 196 年にかけてリット




10krn にまで高められた。これは 1940 年代後半に使用された ISV (側
弁方式)による自動車エンジン j が1950 年代後半に rOHV (頭上弁方













スポーツ SPAJ ，平野製作所の軽量級スクーター型「ヒラノポペット P80J ，




車名・型式 排気量 最大出力 最高速度 リッター 当り出力
(c) (ps/rpm) (kmIh) (psll) 
軽二輪車
シルバーピジョンピータ -1 210 11. 5/6 ，10 95 54.8 
ラビットスー パー フロー S-6Ol B 20 11. 0/5 ，50 10 5.0 
ヤマハスクーター 8C 1 175 10.3/5 ，50 90 58.9 
原動機付第二種
シルバーピジョンボピー20 124 5./6 ，0 70 4 .4 
ヒラノポップマンリー 80 123 6.5/6 ，0 70 52.8 
ラビットジュニア 8-2 123 6.0/5 ，60 78 48. 
ラビットマイナー 8A2 01B 8.6 5.0/6 ，20 75 56.4 
シルノてーピジョンゲール10 87 5.0/6 ，20 75 57.5 
ヒラノポペット 80 79 3.8/6 ，0 68 48.1 
モペット
ゲールベット 50 4.0/7 ，0 70 80. 
ラビットスカーレット 8102 50 3.5/7 ，0 67 70. 




















2 )三樹書房編『ホンダスーパーカブ』三樹書房， 197 年， 30~32頁。
3 )平野製作所の製品開発を示すと，次のようになる。
軽二輪車
① 1956 年モデル「ヒラノポップ165J (rCT-125J のボアをアップした豪華車。車
重14kg ， 2 サイクル， 163.9c ， 60 x 58mm ， 6. 5ps/4 ， 40rpm ， 60 kmJh， 39.6ps/ 
1) 。キック式。
② 1958 年モデル「ポップマンリーJ (rCT-125J をベースに開発された新型エン
ジン:ピストンバルブ， 175c ， 62 x 58mm ， 8. 8ps/5 ， 60rpm ， 80 kmJh， 50.3psl 
を搭載した)。
1958 年モデルは rCT-125J と比べて，リットル当り出力は37.8% ，最高速度は
45.5% アップ， 1956 年モデルと比べて，それぞれ， 27% ， 3.3% アップしている。
原動機付第二種
AベD 195 年モデル「ポップマンリー CT-125J (車重 13kg ， 2 サイクル， 125 
c ， 4.56ps) 。
② 1956 年モデル「ポップマンリ一 CMJ (rCT-125J をモデルチェンジ。車重10
kg ， 12c ， 5X51m ， 5. 8ps/5 ， 50rpm ， 5 kmJh o 47.9psl) 。車重を軽くして
動力性能を増した。後部にトランクを備えて実用性に配慮した。 195 年 5 月発売
の新三菱 rC-70 型J が後部に書類ケースを付けている。
③ 1957 年モデル「ポップマンリーJ (車重 12kg ，60 kmJh 。他は rCMJ と同じ)。
④ 1958 年モデル「ポップマンリー FEJ (初期型ではバッテリー，フラッシャー，
前ブレーキが付いてないが 2型で追加。他は同じ)。
⑤ 195 年モデル「ポップマンリー FNJ (車重は 137kg と重く。最高速度は70 kmJh
にアップ。始動はセル式に)。
⑥ 1961 年モデル「ポップマンリー soJ (車重 13kg ，123c ， 52 X 58mm ， 6.5ps/ 
6，0rpm ， 70 kmJh o 52.8psl) 。
1961 年モデルは 195 年モデルと比べて，ボアを小さく，ストロークを大きくし
て排気量を拡大，回転速度を高めて，リットル当り出力を 10.2% ，最高速度を27.3%
アップしている。
BベD 1956 年モデル「ポップポニー cpJ (車重 80kg ， 2 サイクル， 78.0c ， 47
X45mm ， 3. 29ps/5 ， 630 叩 m ，50 kmJh， 42.2psl) 。キック式。
.1 
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② 1958 年10 月: Iヒラノポベット FNJ (2 サイクル， 41 x37. 8mrn ， 49.c ， 2.5ps
/5 ，50rpm 。遠心クラッチの単速で54 km1h) 。スポークホイールを持つもので，
完全な小径タイヤを装備した，世界的にも初めての50c スクーターである。イタ
リアの「ベスパ」が1964 年から 50c 級へ進出していることから，先見の明があっ
たといえる。 1954 年当時， IベスパJ はイギリス， ドイツ，フランス，スペインで
も製造販売されているので，恐らく世界一普及しているスクーターであろう。
『オートパイ j 1954 年 l 月号， 53 頁。
③ 195 年 8 月: Iポペット FN-80J (67kg ， 78c ， 47X45mrn ， 2.8ps/4 ，60rpm ， 60 
kn1a l， 35.9psfl)o Iラビット・マイナー」対策に追加発売された。
④ 1961 年モデル「ポペット ST80J (73kg ， 78c ， 3.0ps/4 ，60rpm ， 60km/ 
h， 38.5psM 。セル式。及びIS08J (81kg ， 79c ， 47X46mrn ， 3. 8ps/6 ， Orpm ， 68 
kmIh， 48. 1psM 0 
1961 年モデルは1956 年モデルと比べて，リットル当り出力は42.ps から48.1ps
へ14% ，最高速度は50kmlh から68 km1h へ36% アップしている。
原動機付第一種
① 1960 年 5 月: Iヒラノポペット ST50J (2 サイクル， 49.c ， 41 x37. 8mrn ， 3.25 
ps/7 ，10rpm ， 60kmlh ， 65.1psfl) 。エンジンは「ホンダスーパーカブ」対策に強
制空冷式3. 3ps/7 ， 10rpm ， 60kmlh に強化される。
「ホンダスーパーカブ C10J と比べると，リットル当り出力で29% ，最高速度
で14% 程度劣る。「ラビットスカーレット」ゃ「シルバーピジョンゲールペット CM
10 型」とは殆ど遜色のない性能である。
資料;前掲『国産モーターサイクル戦後史 l 月刊『オートバイ j 1961 年 6 月臨時
増刊(世界のオートパイ)。小関和夫著『日本のスクーター』三樹書房， 20 年。
4 )旧三菱重工業名古屋機器製作所は， 1946 年から「ニッサントラック」の再生修
理を受託した。その技術と生産管理が高く評価され， 1948 年1 月から 195 年1 月
まで日産自動車の乗用車車体設計と製作の依頼を受けて，シャーシに架装する車











年; 51 年) ，平野製作所 (53 年)，中島自動車(あるいは扶桑機械，同) ， 
川崎航空機工業(あるいは川崎機械岐車工場，同) ，本田技研工業 (54 年
5 年退出。 61 年再参入)の各社が参入してきた。しばらくして，東昌自動






この生産台数の推移から 195 年から 1964 年の10 年間がスクーターの最盛
期であるといえる O では，規模の経済性が実現できて量産体制が確立した
といえる生産規模はどのくらいであろうか。一応 企業段階における量産
規模を月産1，0 台(二直で 2，0 台)程度とする O それは次のような文章
に依存する O
富士重工の場合， rラビットの生産台数は園内の復興とともに急速に伸
張し，月産台数は(昭和 )23 年の50 台から27 年には1，30 台， 28 年には2，0
台と増加し，オートパイが市場に本格的に参入するまで個人用乗り物の王
座を占めた。J 1) r昭和25 年に富士工業(株)と改称以後，スクーターは月産
50 台ペースとなり，工場の生産体制も整ってきた。J 2) r1953 年 4 月，ス






暦年 合計 年度 合計 新三菱 富士産業 三光
1946 8 1946 20 20) 180 
1947 1，623 1947 2，412 ( 671) 1，741 
1948 6， 75 1948 8，298 (2 ，54) 5， 754 
1949 7，423 1949 5，763 (1 ，84) 3，919 
1950 4，953 1950 6，316 2，326 4，584 
1951 12 ，79 1951 14 ，41 6，031 8，018 
1952 30 ，52 1952 37 ，014 19 ，89 15 ，28 1，843 
注国産モーターサイクル戦後史j 269 頁によると，新三菱の初年の生産台数は 5台
である。新三菱の( )は合計から富士産業分をiJ lいた数である。 1950 ，51 年度の合
計は両社の数を加えたものと一致しない。
資料;暦年は通商産業省監修，自動車工業会・日本小型自動車工業会『自動車統計年
表j 1953 年(第 l集)， 8頁。年度は『富士重工業三十年史j 281 頁， r新三菱重工業
株式会社史j 419 頁。
表4-3 スクーターの生産台数推移
暦年 合計 新三菱 富士 三光 平野 中島 川崎 本田 東昌 ヤマハ
1952 30 ，52 15 ，906 12 ，902 1，714 
1953 54 ，530 24 ，542 2 ，815 4，458 1，934 745 36 
1954 48 ，732 18 ，568 16 ，610 4，61 3，42 927 46 4，108 
195 56 ，416 30 ，23 20 ，621 1，935 1，902 1， 735 
1956 74 ，462 39 ， 719 31 ，日4 185 3，014 . . 
1957 101 ，143 5 ，98 41 ，974 3，181 . . 
1958 13 ，218 59 ，675 49 ，328 4，215 . . 
1959 125 ，07 57 ， 72 61 ，78 3，860 . . 1，69 
1960 123 ，94 48 ，962 59 ，867 4，321 . . 2，061 8， 783 
1961 91 ，083 41 ，540 46 ，219 1， 739 5 191 1，389 
1962 67 ，653 21 ，234 43 ，120 719 2，580 
1963 62 ，981 21 ，608 38 ，078 3，295 
1964 54 ，09 14 ，15 39 ，94 
1965 35 ，569 490 35 ，079 
196 34 ，03 34 ，03 
1967 32 ，41 32 ，41 
1968 7，687 7，687 
資料;前掲『自動車統計年表 j 1954年 ~1969年から作成。
98 
だち，また利益率の比較的大きかったスクーターも，未だ本格的な大量販
売の体制が整わず……。J 5) rそれまで(名古屋製作所の)第 6工場その
他でおこなわれていたスクーターの生産も，昭和30 年下期には第 3 工場に
集結された。……32 年下期には需要の著増によって スクーターの強力な
生産ラインの確立が必要となり，塗装前処理設備としてのスプランボンデ
ライト装置および 6 軸自動盤などの各種機械装置が増強された。 3 年上期
には月産6，0 台を目標に塗装ラインの拡充がはかられ，さらにこのころ
からモデルチェンジの必要性が増し，開発の短期化をはかるため，ケラー






富士工業は1950 年に 4 機種生産しているが， D-16 型が年央に生産中止
された後に 8-41 型と 8-24 型が生産され， 8-23 型が通年生産されているの
で，この年の機種は 2 っとする O この年度の生産台数は4，584 台，従って
1機種当り月産台数は191 台である o 1953 年に 3 機種生産し，その生産台
数は2 ，815 台(年度 23 ，620 台)である o 3 機種のうち， 8-4 II 型(1 9
c) は， 8-53 型(l 48c) の生産中止後に投入され， 8-4 II 型は通年生産
されている O よって， 2 機種で2 ，815 台とすると， 1機種の月産台数は984
台である O また， 195 年にはラビット 8-48il 型(l 9c) が年央に生産中
止され，スーパーフロー 8-61 型 (236c) が 4 月から，ジュニア 8-71
1型(l 25c) が 7 月から生産されている O そして，軽二輪車が20 ，621 台
のおよそ85% ，原動機付二種が15% くらいである O よって，前者( 1機種
とする)の月産台数は 1.485 台 後者は51 台である O
三菱重工は，軽二輪車 C-57 型を 1954 年 9 月から翌年 9 月まで生産し
二輪自動車産業における寡占体制形成(3) 9 
(18 ， 798 台) ，これを生産中止した後に， C-57 1I型を 9 月から翌年 6 月ま
で生産している(1 8，203 台) 0 よって，前者の月産台数は1，46 台，後者は
1，820 台である。原動機付第二種 C-70 型を 195 年 5 月から翌年 8 月までの
聞に17 ，482 台生産しているから，この月産台数は1，093 台である 7) 0 Iピジ
ョン C-70 型」は，上級車 IC-38 型」のスタイル，メカニズムともに引き
継ぎ，操作はグリップをひねるだけで運転でき，且つデラックスなイメー
ジがファンを増やす要因となって，原動機付きスクーターとしてベストセ
ラーとなり，同年の生産台数は11 ，316 台で， IラビットJ の4，450 台を大き
く引き離した8) 。
以上のことから，月産当り 1950 年には l機種で50 台 2機種で2，0















富士重工の場合からはじめる O スクーターの生産が月産50 台ベースと




売網の拡充，販売増強を目指したのである。j そして， 1954 年には全国の
特約庖49 庖を糾合して全国ラビット会を組織して強力な販売庖づくりに乗
り出している。J I特約庖は1958 年に64 社， 1963 年頃には73 杜となり，セー
ルスマン総数は867 名，サービスマン総数93 名，事務員総数931 名，平均
月販3，295 台，年商総額160 億5，40 万円となる O 全国販売特約屈の元締め
としてラビット販売を推進した富士商工は， 1954 年に営業部門が富士工業
に吸収され，その後は富士重工業小型自動車部が販売部門を統括した。」
富士工業は1954 年に全国的規模の販売網を形成する一方で， 1956 年には当
時としては極めて斬新な手法であるマスコミ(東京と大阪の民放ラジオ
局)を利用して「ラビット」ブランドの浸透と信頼性の確立に努めている



























に2 社との代理庖契約が結ばれた。 1950 年 l月に中日本重工業として発足
すると同時に，同社は本社に自動車課(パスボディの受注活動) ，小型自
動車課(スクーター，三輪車等の販売網の構築) ，自転車課(津機器製作






代理屈を「新菱系」と称し，その数は1963 年には48 社となったのである O











目的にして1954 年 5 月に発足した同社は 195 年 7 月中型トラック「ジ、ユ
ピターJ，1960 年 4 月小型乗用車「三菱50J ，1960 年12 月ライトパス





うになってきた。そこで，菱和自動車販売は資本金の増額 (60 年) ，社名
の変更(新三菱自動車販売。 63 年)，更に1963 年 6 月に菱和系48 屈と新菱









種で月産1，0 台(二直で 2，0 台)， 2機種で2，500----3 ，20 0"台程度であろ






1)， 2) ， 3) r三十年史』それぞれ， 62 頁， 279 頁， 476 頁。
4 )小関和夫著『日本のスク}ター』三樹書房， 202 年， 21 頁。
5) r会社史j 216 頁。
6) r会社史j 529 頁。同頁には， 195 年下期から 1958 年上期のスクータ一生産設備
投資の特徴として次の 3 つを掲げている。 1。従来機種の生産増強のための生産




7) r会社史j 420 頁。
8 )小関和夫，上掲書， 21 頁。
9) r三十年史j 279 頁， 79 頁， 280 頁， 79~80頁。
10) 三菱自動車工業株式会社総務部社史編纂室『三菱自動車工業株式会社史j 193 
年， 195 頁以下による。
1) r会社史j 263 頁。
12) r第一回全日本自動車ショウ 出品者案内j 1954 年によると，当時の月間生産台
数ないし生産能力を知ることが出来る。本田技研工業の「ジュノーJ 3，0 台，富
士工業の「ラビット号」約2，0 台，平野製作所の「ホップ号J 50 台，三光工業




ックを取り扱っていて，今日とは状況が大きく違っている。 63 頁， 7 頁， 121 頁， 153 





の実質国民総生産の規模は51 年から 5 年に72.4% ，5 年から60 年に50% 拡
大した)に伴って次第に一段上のクラスに移行し始めたことである O この







大宮富士工業は，ラビットスクーター S-52 型用150c 級エンジン( 4 サ
イクル， SV ， 148c ， 57. 5X 57m ， 3 ps/3 ， 60rpm) の汎用型(これは
三鷹製ロビン H-21 型 3 馬力エンジン)を使用して，鉄道保線用軌道モー
タカー「レールスター」を生産している (49 年ごろから56 年までに約1，70
台)口次いで，三鷹製ラビット S-48 型用20c 級エンジン(l 97c ，61. 5 x 
67m ， 4. 5ps/3 ， 60rpm) を使用して構内運搬車「モートラック」を生
産している (54 年 9 月から5 年 3 月まで37 台。 59 年以降大宮製 KD4 型250
c 級エンジンに切り替え67 年までに累計5，50 台)0 更に， S-48 型用20c
級エンジンを搭載した小口荷物輸送車=日本初の軽三輪トラック「ダイナ
スターJ を1952 年に開発し，翌年 4 月他社に先駆けて発売した。これは，
先見性に富んだ商品であったが，製品の完成度に問題があり 195 年 6 月，
累計2，831 台で生産中止した。後継車は「三輪ラビットJ (積載量 20kg)
で，これにはラビット S-61 型用25c 級エンジン (4 サイクル， SV ， 2 
c ， 65 x 67m ， 6. Ops/4 ， Orpm) が搭載された。これは， 1956 年 2 月




一「強制空冷 4 サイクル単気筒 ME20 型」エンジン (309c ，75 x 70
mm ， 12.5ps/4 ，70rpm)0 これは， 46 年 6 月に完成した0.4 トン積み小型
三輪トラック XTM1 型「みずしまj に搭載された「空冷 4サイクル単気
二輪自動車産業における寡占体制形成(3) 105 
筒発 3A 型」エンジン (74c ，95 x 105m ， 13. 5ps/3 ， Orpm) から発
展したもの O つまり「発 3A 型J から rME18 型」に至る開発技術の蓄積
の下に開発されたようである3) 。一ーを発売した。最盛期の1960 年 5月に
は月販売台数が1，00 台を超えたが， 1962 年 9月に生産を中止した(累積











大宮富士工業は， 1952 年 6月から 1954 年 7月の聞に日米富士自転車向け
オートバイエンジン F-250 (4 サイクル， OHV ， 249c ， 65X75m ， lO ps 
/5 ，00rpm) を下請け生産する一方(累計 3，230 台)，富士工業太田工場
で1953 年 5月から 195 年 3月の聞に350c 級オートパイ「ハリケーン」




6，68 台) 01956 年10 月にラビット S-71 型125c 級エンジン (2 サイクル， 123
cc ， 6.0ps/5 ，50rpm) と3速ミッションを組み合わせた「ハリケーンJ








富士自動車工業は， 1952 年10 月に四輪乗用車の試作に取り掛かり，独自
の技術により純国産乗用車 fp-1 J (55 年に「すばる 150J と命名)の試
作を 1954 年 2 月に完成させている(試作車は 20 台作られた)。このうち 1
台に，富士精密工業の150c エンジン fFG 4 AJ (51 年10 月に試作に成
功)が搭載された。他方，同年 1 月に，大宮富士工業は fp-1 J 向け，
高性能，高耐久性の45 馬力エンジン fL4 J の試作を完成させ， 1954 年か
ら195 年にかけて35 基一一試作10 基，試作生産25 基。一ーを生産し 9基
を fp-1 J に， 3基を 2 トントラック fT- lO J に搭載した6) 。しかし，こ
の乗用車は市販されるに至らなかった。その理由は『富士重工業三十年
史』によると，次の通りである o fすばる 150 は，先発の強豪メーカーを
相手に当時のあまりにも厳しかった乗用車市場に参入することの難しさと，
生産設備と販売網づくりに莫大な資金を要するという理由から，商品化は
断念せざるを得なかったJ 7) のである o fすばる 150J の商品化を断念す
る一方で，軽四輪車製作の検討に入っていた195 年 5月に通産省が「国民
車育成要綱案J (いわゆる国民車構想)を発表した。新生富士重工業 (53














このような状況判断から， 195 年12 月に「四輪車計画懇談会J 9) で軽四
輪車の試作に着手することが決定され，翌年 9 月に，三鷹製作所で rK-
lO J (スバル 360 用エンジン)の試作を開始することになった。エンジンの
開発は， rラビットスクーター」用エンジンの実績がある三鷹製作所が担
当し，スクーター用エンジンを発展させた「空冷式360c 2 気筒 2 サイク
ルエンジン」の開発に取り組んだ (56 年 9 月，エンジンの試作開始。「ラ
ビット 125J に2 サイクルエンジンを初採用し，高出力に成功したことを
踏まえて強制空冷 2 サイクル 2 気筒を採用したのである)。一方，車体の
開発は， rp-1 J の開発を手がけた伊勢崎製作所が担当した。つまり，戦
前から蓄積されてきた航空機技術，戦後のスクーター製造技術，試作乗用
車 rp-1 J の開発で習得した小型車のノウハウなど，当時の会社の総力
を挙げて rK- lO J (スバル 360) の試作 l号車(空冷式 360c 2 気筒 2 サイ
クルエンジン搭載， 16.7ps) が1957 年 4 月に完成した10) 0 1958 年 3 月「ス
バル360J を発表 5 月発売された。東京地区のメインディーラーは伊藤
忠商事(サブディーラーは白木屋デパート) ，大阪地区は高木産業であっ
た。当初の販売自標は月産50 台。 1960 年まで達成されることはなかった。
1958 年の「増加試作型」は50 台くうち 10 台は社内で使用>，同年 7 月の
「後期型J (エンジンは EK-31 型， 61. 5X60mm ， 356.c ， 16ps/4 ，50 
叩fi ，83 km/h)は 35 台を発売。 195 年「前期型J は2，01 台， r後期型」





360J は， 1960 年 l月に大幅な改良・改善が行われる(エンジンは EK-31
型から EK-32 型:出力 18pso 60 年 8 月に多目的トラック「スバル・サン
パー」く 18ps/4 ，70rpn> の生産第 l号車完成， 61 年 2 月発売)。一方，
EK-32 型エンジンを423c ，25ps ヘサイズアップした EK-51 型エンジンを
搭載した「スバル450J (60 年10 月発売) = rスバル・マイト J (欧米への
輸出型)を投入することになる O これ以降，富士重工業は「スバル360J
「スバル450J の開発経験の下に， 1964 年に「スバルlO OJ (水平対抗 4気
筒， 70 x 69rnrn ， 923c ， 42ps/5 ， OOrprn) ， 1969 年「スバル F-1 J シ
リーズ等を開発して，乗用車メーカーへと発展する 1) 。
他方，新三菱重工業は，軽三輪車「レオj を発売した1959 年秋ごろに軽










しく設計された「強制空冷 2サイクル直列 2気筒 ME21 型J (359c ， 62 x 
59.6rnrn ， 17ps/4 ，80rprn) である o 2サイクルエンジンが採用されるこ








た fNE20 型」エンジン(強制空冷 4 サイクル l気筒 SV ，147.9c ， 57X 
58mm ， 3. Ops/3 ， 80rpm) は， C-35 型スクーター及び C-57 型スクーター
にも搭載されて，発展して行く。この系列から f2 サイクル 2 気筒エンジ
ンNE43 型J (1 23c ， 52 x 58mm ， 8 ps/6 ， 60rpm) が1962 年， fNE53 
型J (124.6c ， 42 X45mm ， 8 ps/7 ， 50rpm) と fNE5 型J (143c ， 45
X45mm ， 9. 2ps/7 ， 50rpm) が1963 年に開発されている o この NE 系ス
クーター用エンジンの開発で培われた技術が 「三菱50J (NE19A 型エン
ジン 2 気筒， 493c ， OHV 搭載)， f三菱50 スーパーデラックスJ (NE 
35A 型エンジン， 594c 搭載。車の基本形状は三菱50 と同じで，定員を
4 名から 5 名にし，居住性，走行安定性，加速性，耐久性を一段と改善し










ない製品であった。「ジュノオ」が搭載したエンジンは E 型エンジン (51
年 7 月完成。「ホンダドリーム E 型」用に開発されたものO 空冷 4 サイク
10 











年には65 台であったが1960 年には19 万台強に，後者のそれは，同じ
く， 27 ，528 台から90 万台強にまで増大した。これによって，スクーターが
担っていた小口荷物の輸送手段や通勤・買い物などの移動手段としての役
割が奪われた。またツーリング用としてのスクーターは，軽二輪車以上の
モーターサイクルに対する需要の増加 (8.5 万台から 14.8 万台へ)で市場
から排除されてゆく。スクーターの生産は1960 年までは拡大したのである
が，上記のような代替商品が伸張する環境の中で，その商品性能を高めて
きたのである O つまり 4 サイクルエンジンの場合には，リットル当り出力
は，出力競争が激しくなるにつれて側弁方式 (SV) に代わって頭上弁方
式 (OHV) が多くなり， 1957 年頃までには側弁方式は殆ど姿を消して行
くので， 1946 年の13.4--14.8ps ，195 年の27. 0--29. Ops ， 1960 年の4.0--
54.8ps へと高まっている D エンジン出力の向上は，最高速度を 1946 年の




上によって， 195 年の40. 7ps から 1960 年の44.0.......58.9ps ，1965 年の64.2ps
へと高まっている。そして最高速度は， 195 年の70 kmJhから 1960 年の75
.......90 kmJhへ， 1965 年の10 kmJhへとなっている o 2サイクルエンジンの










年の 1 ~12月に420台，ホープ自動車は 3 ~12月に350台，計770台である。 1956年
には富士(834 台)，ホー プ (585 台)に三鷹富士産業 (2 月から 184 台)が加わり， 1，603 
台が生産される。以下， 1957 年3，58 台， 1958 年14 ，02 台， 195 年83 ，239 台， 1960 
年190 ，975 台， 1961 年138 ，365 台， 1962 年75 ，567 台， 1963 年65 ，85 台， 1964 年42 ，254
台。最盛期の1960 年に生産していた企業はダイハツ工業(シェア 45.%) ，東洋工
業 (39.0%) ，新三菱重工業 (7.3%) ，三井精機工業 (4.1 %)，ホープ自動車
(2.9%) ，愛知機械工業(1. 2%) ，パドル自動車工業 (0.%) である。




水島製作所生産のガソリンエンジン rME 系J の発展系譜
形式
シリンダ





発 3A 95X 105 74 4.3 13.5/3 ∞o 3.5/20 56 TM3 47 /6~5217 
15/340 3.6/20 
発 4A 95X12 86 4.5 20.5/34 ∞ 4.75/23 ∞ 64 TM4 5217~56 /5
発 5A 95X 125 86 4.5 20.5/34 ∞ 4.75/23 ∞ 83 TM5 54/8~56/3 
12 
発 6A 95X105 74 4.5 15/340 3.6/20 64 TM6 54/8~55/9 
ME10 95X 125 86 4.8 20.51 担∞ 4.75/23 ∞ 89 TM lO 561 ~56/11 
ME1 95X 125 86 4.8 20.51 担∞ 4.75/23 ∞ 74 TM1 56 1 2~5717 
ME12 95X 120 851 半球形 5.8 27/360 6/250 93 TM12 と14 56/8~58/12 
ME7 95X90 1276 くさび 6 36/0 8.6/20 145 TM7 と8 55112~日18
ME15 90X90 145 くさび 6 36/70 7.5/20 10 TM15 と16 58/8~ 
ME18 95X 105 1489 くさび 5.8 47/350 10.21 お∞ 10 TM17 と18 62/ 
ME20 75X70 309 半球形 6.7 12.5/47 ∞ 2./30 LT lO(レオ) 5910-62/ 
ME21 62X59.6 359 球形 8.2 17/480 2.8/350 49 ミニカ，ミニカバン 61 12~65/3 
ME24 62X59.6 359 半球形 7.8 18/40 3.1/0 49 ミニカ，ミニカバン 臼 11 ~67 15
ME24D 62X59.6 359 半球形 7.8 21/50 3.2/50 49 ミニカ，ミニキャプ.'ニカバン 67 1 5~69/8 
ME24 62X59.6 359 半球形 26/50 3.6/450 50 ミニカ，ミニキャブ.'ニカバン 69/8~70110 
注;発 3A から ME20 までは， 4 サイクル空冷， ME21 から ME24E までは 2 サイクル空
冷。発 3A から ME12 までと ME20 は単気筒，それ以外は 2 気筒。 ME24 は以後次のよ
うに進化する。 ME24 (2 サイクル空冷， 359c) 一一→ 2 G 1 (水冷化， 359c) 一
一→ 2 G21 バルカン ( 4 サイクル， OHC 化)一一→ 2 G2 (471c 化)一一→ 2 G23 
(546c 化)へと。
資料三菱オートギャラリーj から頂いたもの。
4) W新三菱重工業株式会社史j (以下『会社史 j) 42 頁。
5) W三十年史j 347 ， 8 頁， 179 頁。
6) W三十年史j 348 頁。
nw 三十年史j 95 頁。
8) Iスバル360j 以前の軽自動車には次のようなものがあった。 1952 年末日本オー
トサンダル自動車(名古屋) Iオートサンダル号j，195 年住江製作所(東京) Iフ
ライングフェザー」。ともに，二人乗りのオープン・スポーツカー。手作りの少量
生産車で，工業製品とはいえないもの。 195 年夏鈴木自工「スズライト」。セダン
は大人 2 人と子供 2 人(リアシート)。ライトパンが専ら生産された。この当時，
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書房， 20 年， 21 頁で書いておられる。







る。 16-75 頁， 25-31 頁。
10) W三十年史j 96-8 頁。
11) Iスバル360J の次期エンジンとして企画されたのが 4 ストローク OHC2 気筒50
c であるが，最終的には450c で試作された。その後， 1960 年12 月に次期開発小
型車のエンジン IA- 5 J (空冷 4 ストローク水平対向 4 気筒， 980c ， 49ps~5 ， 500 
rpm) 計画説明書が発表， 1963 年 2 月に試作第 l号車が完成している。また， 1960 
年10 月に軽自動車用エンジン IK- 0 J (空冷 2 ストローク 2気筒286c) の開発が
スタートしている。これが企画されたのは， IW スバル360j の販売計画が思うよう
に進展しなかったからである。J このエンジンは三鷹で試作された。しかし， IA-
5J と IK-O J の試作車は商品化されなかった。新たに1962 年 3 月に次期小型車
I A-4 J =四輪車製品開発計画方針が発表された。この構想を発展させたものとし
て， 1963 年夏が終わる頃 163-AJ (小型自動車開発計画)が発表され，翌年 4 月に
163-AJ 開発構想がまとめられ，この構想から「スバル100J (水平対向 4 気筒， 70 
X69m ， 923c ， 42ps~5 ， Orpm) が設計され， 1965 年10 月に発表された。『人
間史j 20-5 頁。
12) W三菱自動車工業株式会社史j (以下『三菱自 j) 160-2 頁。
13) W三菱自 j 170 頁。三菱の自動車用エンジンの発展系列は大きくは 4 つである。
1.スクーター用エンジンから小型乗用車「三菱 50J Iコルト 60J 用エンジンへの
展開。 2. ジープ用エンジンから中型四輪トラック「ジュピターJ，中型パス「ロー
ザJ，小型四輪トラック「ジ、ュピタージ、ユニア」用エンジンへの展開。 3. 乗用車専




4 サイクル単気筒 4 サイクル 2 気筒
NE lCトー -+NE 7 (1l 2cc) 一一-+-NE 9 (1 92cc) 
NE 8 (1 24cc ，OHV) 一→NE13075c ，m刊)
2 サイクル単気筒
NE19A(493c ，0町 )
NE35A 氾 (596cc ，OHV)
2 サイクル 2 気筒
NE29A(87cc)一一+NE43B (123cc) ・........・ H・-…→ NE53~55 (1 23/143c c) 
資料; 3) と同じ及ぴ『三菱自 j 76 ， 7頁。
14 
尚，三菱の小型三輪トラックの生産状況は次のごとくである。 46 年 5 月から0.4 ト
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型を 50年 4 月 ~54年 6 月に7， 265台。 TM3C 型でようやく標準車となった。『会杜
史.1 42 頁。
13) 三樹書房編『ホンダ・スーパーカブ一一国際車カブ・シリーズの検証一一』三
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